
R2.11.9現在

【会計年度任用職員・非常勤講師】

令和2年度10月 令和2年度10月

教職員数（データ数） 31 9

１　あなたの一か月の超過勤務時間はどのくらいですか？(日割り20日/月）

　（　　　　　　　）時間くらい/学校平均 2.7H(8m) 7.7H(23m)

２　あなたの一か月の家庭で学校業務に関わっている時間はどのくらいですか？(日割り20日/月）

　（　　　　　　　）時間くらい/学校平均 3.1H(9m) 0

３　あなた自身、業務改善をしなくてはといったことについて意識をしていますか？

はい 90% 89%
いいえ 10% 11%

４　あなたは、定時退勤日において定時に退勤するよう心掛けていますか?

はい 100% 89%
いいえ 0% 11%

５　あなたの超過勤務の原因は何だと思いますか？（複数回答可）

・児童生徒数が多い 3% 10%
･保護者の要望が多い 3% 0%
・地域の要望が多い 0% 0%
・校内の会議が多い 6% 10%
・校外の会議が多い 0% 0%
・市教委からの調査が多い 3% 0%
・生徒指導が多い 0% 0%
・引継ぎが不十分である 0% 0%
・情報が共有できない 10% 0%
・公文書の整理ができていない 0% 0%
・行事の精選が不足している 3% 0%
・職員間のコミュニケーションが不足している 6% 0%
・事務処理時間が多すぎる 6% 0%
・教材研究や授業の準備の時間が確保できない 13% 0%
･部活動の時間が長い 0% 0%
・職員間の勤務の効率化に関する温度差 10% 0%
・備品や教材の保管場所が分からない 10% 0%
・備品や教具の整理整頓ができていない 3% 0%
・事務機器やIT機器が古い 3% 0%

６　業務改善したい点は何ですか？

学校業務改善実践に係るアンケート（経年比較）

小学校 中学校

<市教委による努力>

<学校による努力>

・各学年の掲示物の統一化（UD）をすれば、年度始めの準備時間の短縮に繋がると思われる。 ・備品の管理と置き場所の共通理解

・適切にコロナ対策（消毒等）をする。（方法、処理等） ・職員会議時間の短縮

・実際に授業をすることもないのに受ける必要があるのだろうかと思う研修等もあります。

・勤務時間終了時に、終わりのHRが終わっていない。帰りは16時を過ぎます。勤務時間を戻して欲しい。

<個人による努力>

・空き時間や、休み時間などのj間の使い方にメリハリをつける。 ・家庭に仕事を持ち帰らなくてよくしたい。

・効率よく仕事を行えるようにしたい。

・優先順位を考え、効率よく作業ができるようにしたい。


